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Neuerdings wurde es festgestellt, dass das Insulin, unter der Voraussetzung, dass 
die Kapazitat der Entgiftungserscheinung oft durch den Gehalt des Harnes an gepa

arten Produkten gemessen wird, die Entgiftungskapazitat der Tiere gegen Karbol 
verstarkt. Es bleibt jedoch die Frage noch offen, ob dieser Vorgang des Insulins durch 

seine eigentliche oder duroh seine herabsetzende Wirkung des Zuckergehaltes im Blute 

bedingt ist.
Um in dieser Beziehung Kiarheit zu schaffen, fuhrte Verf. einige Versuche durch. 

Als Versuchstier bediente er des Kaninchens, indem dem Tiere 0.9g Phenol in 1%iger 

Losung und eine bestimmte Menge von Insulin, Hydrazin oder Synthalin gleichzeitig 
unter die Haut verabreicht wurden. Beim Kontrollversuche injizierte er demselben 

Tiere Phenol allein unter denselben Bedingungen subkutan. Es wurde aber gelegent

lich auch den Versuch mit dem inaktiven Insulin, d. h. mit dem nicht mehr zuckerher
absetzend wirkenden Insulin, nicht versaumt. Seine Resultate lassen sich in folgenden 

Satzen zusanunenfassen: -

1) Sowie Insulin auch inaktives Insulin erhohen die Entgiftungskraft des Organis

mus gegen Karbolsaure.
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2) Hydrazin wirkt auf die Bildung von Aetherschwefersaure etwas hemmend, 

wahrend es aber die Ausscheidung von gepaarten Glukuronsaure im Harms derart 

erhoht, dass die gesamte Entgiftungskapazitat im Vergleich mit dem Kontrollversuche 
immer grosser ist.

3) Synthalinc verstarkt such die Entgiftungskapazitat.
4) Obwohl drei Substanzen, inaktives Insulin, Hydrazin und Synthalin, bei 

Versuchsgaben keine erkennbare Hypoglykamie hervorriefen, beschleunigten sie doch 
den Entgiftungsvorgang der Tiers gegen Karbolsaure. Danach liegt die Annahme 

nahe, dass die genaunte Wirkung wahrscheinlich nicht in der hypoglykamischen 

Wirkung, sondern in der eigentlichen besteht. (kwze Inluzltsangabe.)
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第1章　 緒 論

生體内解毒機能 ハ該 生體 ノ血糖量 ト緊密 ナル關係 テ有 スルモノナル コ トハ古クヨ リ諸家 ノ注

目スル所出 シテ,一 過性過血糖 ガ生體 内解毒機能 ヲ促進 スルハ關1)氏 等 ノ實驗ニ依 リテ明 ナリ.

 Abramow, Miachenikow, Marie2),立 柄3),青 木4),西 脇 の氏等 ハ一過性過 血糖 ガ細菌毒 ニ對 シ

テモ亦解毒機能 ヲ助長 スル コ トラ實驗 セ リ.然 ルニ「インズ リン」ノ出現 スルニ當 リ長谷川,内

藤6)兩 氏 ハ低 血糖 ヲ主作用 トスル該物質 ガ 解毒機能促進 ヲ致 スコ トヲ提唱 シテ ヨリ,同 種 ノ實

驗相次デ起 レリ.即 チ石井,松 島及 ビ谷内7)氏等 ハ「インズ リン」ガ「フル ク トービ」,「グル コー

ゼ」ニ ヨル石炭酸合成解毒機能 ヲ助長 スルコ トヲ實驗 シ,更 ニ佐方及 ビ加藤8)兩 氏 ハ「イ ンズ リ

ン」ガ硫黄化合體殊 ニ亞硫酸曹達 ニヨル合成解毒機能ヲ増進 シ,「 エーテル」硫酸竝 ニ石炭酸「グ

ルク ロン」酸 ノ排泄 増加ヲ來 スコ トラ研究發表 セ リ.

然 レドモ該作用ハ果 シテ「インズ リン」獨 自ノ作用 ニ歸 スべキモノナ リヤ,或 ハ又低血糖ニ因

ルモノナ リヤ未ダ不明ナ リ.茲 ニ於テ余 ハ低血糖 ヲ來 スべキ薬 劑中ヨリ「インズ リン」,「ヒドラ

チ ン」,「ジンタ リン」ヲ選 ビ其解毒作用 ノ消長 ラ比較研究 シ,以 テ本 問題 ノ歸 スル所 ヲ明ニ セ

ン ト欲 シ本研究 ニ着手 セリ.
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第2章　 實 驗 方 法

1)實 驗 動物.家 兎 ヲ300gノ 豆腐 粕 及 ビ50gノ

野 菜 ヲ以 テ 飼養 スル コ ト週 餘 ニ シテ,尿 中 異常 成分

ヲ認 メザ ル ヲ確 メ タル後實 驗 ニ供 セ リ.

2)解 毒 劑.「 イ ンズ リン」ハ 「リリー」製0.6g又

ハ0.9gヲ,「 ヒ ドラチ ン」ハ「メルク」製鹽酸 「ヒ ドラ

チ ン」0.09gノ 水 溶液 ヲ,「ジ ンタ リ ン」ハ外 皮 ノ ミヲ

取 去 リ,錠 劑1箇(1錠 中 「ジ ンタ リン」0.01gヲ 含有

ス)ヲ 水5ccニ 溶解 シ,其3cc(即 チ 「ジ ンタ リ ン」

0.006gヲ 各 々午 前8時30分, 11時30分,及 ビ午後

2時30分)3囘 ニ分 チ皮下 ニ注入 セ リ.

3)被 解 毒劑.石 炭 酸 ヲ1%溶 液 トナ ン
,所 要 量

0.9gヲ9時,正 午, 3時 ノ3囘 ニ分 チ30cc宛 皮下 ニ

注 射 セ リ.

4)糖 定 量法,家 兎耳殼 靜脉 ヨ リ採 取 セ ル0.1cc

ノ血 液 中 ノ血 糖 ヲHagedorn u. Jensen9)氏 法 ニ依 リ

定 量 セ リ.

5)尿 中 ノ總硫酸 及 ビ「エーテ ル」硫 酸 ノ定 量 法.

一般 ノ方 法 ニ準據 セ リ,表 中 ニ示 ス數 量 ハ1日 ノ全

尿 量 ニ換 算 シ タルモ ノナ リ.

6)抱 合性 「グル ク ロン」酸 ノ定 量法,尿50ccニ

25%ノ 硫酸25ccヲ 注加 シテ強 酸性 トナ ン,過 剩 ノ

硫 酸亞 鉛 ヲ添 加 シ,一 定 時 日間須 藤 式「エ ーテ ル」浸

出 裝 置 ヲ以テ 浸 出 シ旋 光度 ニ依 リ定量 ス.表 中 ニ示

ス數 量ハ1日 ノ全 尿 量 ニ換 算 セル モ ノナ リ.

7)總 窒素 定量 法, Kjeldahl氏 法 ニ依 リテ測定 セ

リ.表 中 ニテ示 ス數 量 ハ1日 ノ全 尿量 ニ換算 セ ルモ

ノナ リ.

第3章　 實 驗 成 績

第1節　 「イ ンズ リ ン」試驗

「インズ リン」試驗　 第1例　 體重2.75kg 〓

休 養
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注射當日ノ血糖量ヲ測定スルニ

血 糖 量(mg)

第1圖

「インズ リン」試驗　 第2例　 體重2.65kg 〓

休 養
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注射當日ノ血糖量ヲ測定スルニ

血 糖 量(mg)

第2圖

「イ ンズ リン」試驗　 第3例　 體 重2.85kg 〓

休 養
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注射當日ノ血糖量ヲ測定スルニ

血 糖 量(mg)

第3圖

「イ ンズ リン」ニ因 リ石 炭酸 解 毒機 能 ハ増 進 シ,「エ

ーテル」硫酸 竝 ニ抱 合 性「グル クロ ン」酸 ノ排 泄量 ノ

増加 スルハ長 谷川,内 藤 兩氏 ノ成績 ニ能 ク一致 ス.

即チ本實 驗 ニ於テ ハ對照 試 驗 ニ比 シ,「 エ ーテ ル」硫

酸 ハ平均4%,抱 合 性「グ ル クロ ン」酸 ハ平 均5%ノ

増加 ヲ示 シ,總 排 泄 率 ニ於 テ9%ノ 増 加 ヲ來 ス.而

モ後 章記載 スル「ヒ ドラ チ ン」及 ビ「ジ ン タ リン」試驗

例 ニ比 シ「エ ーテ ル」硫 酸 ノ排 泄顯 著 ナ ルハ注 目 ニ値

ス,惟 フニ該 現象 ノ一 部 ハ或 ハ「イ ンズ リ ン」中 ニ含

有 ス ル硫黄 ノ存 在 ニ ヨ リ説 明 シ得 ラル べ キモ ノ アル

ベ シ ト雖 モ,其 使用 量 中 ニ含 有 ス ル硫 黄 量 ヨ リ考 フ

レ バ到 底全 作用 ヲ説明 スル ニ足 ラズ,寧 ロ 「イ ンズ

リ ン」自體 ノ特 殊 作用 ニ歸 ス ベキ モ ノナ ラ ン.

第2節　 「ヒ ドラチ ン」試驗

「ヒ ドラチン」試驗　 第1例　 體 重3.1kg 〓
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休 養

注射當日ノ血糖量ヲ測定スルニ

血 糖 量(mg)

第9圖
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「ヒ ドラチ ン」試驗　 第2例　 體重2.6kg 〓

休 養

注射當日ノ血糖量ヲ測定スルニ

血 糖 量(mg)

第5圖
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「ヒ ドラチン」試驗　 第3例　 體重2.8kg 〓

休 養

注射當日ノ血糖量ヲ測定スルニ

血 糖 量(mg)

第6圖
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「ヒ ドラチン」ハ常ニ「エーテル」硫酸形成ヲ抑制

シ,之 ヲ補 フニ抱合佐「グルクロン」酸ノ生成極メテ

顯著ナリ.即 チ前者ハ對照試驗ニ比シ平均約2%ノ

減退ヲ示スト雖モ,反 面抱合性「グルクロン」酸ハ平

均12%ノ 増進ヲ來シ,結局排泄量ハ平均10%強 ノ

増加ヲ示ス.

第3節　 「ジンタ リ ン」試 驗

「ジンタ リン」試驗　第1例　 體重2.75kg 〓

休 養

注射當日ノ血糖量ヲ測定スルニ

第7圖
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血 糖 量(mg)

「ジンタ リン」試驗　 第2例　 體 重2.9kg 〓

休 養

注射當日ノ血糖量ヲ測定スルニ

第8圖
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血 糖 量(mg)

「ジンタ リン」試驗　 第3例　 體重2.5kg 〓

休 養

注射當日ノ血糖量ヲ測定スルニ

第9圖
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血 糖 量(mg)

「ジ ン タ リン」ヲ用 ヒタル際 ハ「エ ーテ ル」硫 酸 排 泄

率 ハ第1例 竝 ニ第3例 ニ於 テ増 加 シ,第2例 ニ於 テ

減退 ヲ示 シ,之 ヲ平均 スル ニ1%ノ 増 加 ニシテ,抱

合 性「グ ルク ロ ン」酸 ハ平均8%ノ 増加 ヲ示 ス.

第4節　 無活性「インズ リン」試驗

以 上 ノ成 績 ヲ通 覽 ス ルニ,所 謂 低血 糖劑 トシテ 一

般 ニ認 メラル ル「イ ンズ リン」,「ヒ ドラ チ ン」及 ビ「ジ

ン タ リン」ノ3劑 ハ何 レ モ石 炭 酸解 毒機 能 ヲ 促 進 ス

ル 作用 ヲ有 ス 然 レ ドモ各 々其 間 ニ上記 ノ如 キ徑庭

ノ有 ス ル ノ ミナ ラ ズ,「 ヒ ドラチ ン」竝 ニ 「ジ ン タリ

ン」 ノ兩 劑 ハ本 實驗 使 用量 ニ於テ ハ 何 レ ノ場 合 ニ モ

低 血糖 現 象 ヲ呈 セ ズ シテ,猶 克 ク解 毒 作用 ヲ示 ス.

是 ニ於 テ更 ニ進 ンデ,全 ク血糖 低 下 作用 ヲ無 力 トナ

シ タル所 謂無 活性 「イ ンズ リン」(「イ ンズ リ ン」ニN/10

「ナ トロン」 液 ヲ5%ノ 比 ニ加 へ30分 間100℃ ニ

熱 ス)ヲ 動物 體 ニ輸 入 シテ,其 解 毒 機能 ノ消 長 ヲ窺

ヒ,正 常「イ ンズ リン」ト比較 研 究 シ,以 テ解 毒作 用

ガ果 シテ低 血糖 自體 ニ因 ルモ ノナ リヤ,或 ハ又藥 劑

獨 自 ノ作用 ニ歸 ス べキ モ ノナ リヤ ヲ追 求闡 明 セ シ コ

トヲ期 シ本 實 驗 ヲ追 加 セ リ.

無活性「インズ リン」試驗　 第1例　 體重2.6kg 〓

休 養
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注射當日ノ血糖量ヲ測定スルニ

血 糖 量(mg)

第10圖

無活性「インズ リン」試驗　 第2例　 體重2.15kg 〓

休 養
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注射當日ノ血糖量ヲ測定スルニ

血 糖 量(mg)

第11圖

無活性 「インズリン」試驗　 第3例　 體重2.4kg 〓

休 養
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注射當日ノ血糖量ヲ測定スルニ

血 糖 量(mg)

第12圖

上記 ノ實驗 ニ依 レ バ,無 活 性「イ ンズ リン」ニ於 テ

モ亦常 ニ「エ ーテ ル」硫 酸 竝 ニ抱合 性「グ ル ク ロン」酸

ノ排 泄 ヲ促 進 スル ハ猶 正常 「イ ンズ リン」ト相 伯仲 ノ

間 ニ ア リ,是 ニ依 リテ 之 ヲ觀 レ バ,所 謂 低 血糖劑 ノ

解 毒機 能 促進 ハ低 血 糖 ニ因 リテ發 現 ス ルモ ノニ ア ラ

ズ シテ,全 ク藥劑 本 來 ノ特 殊 作 用 ニ歸 ス べキモ ノナ

リ.

第4章　 總括及ビ結論

1)「 インズ リン」,竝 ニ無活性「インズ リン」ハ共 ニ「エーテル」硫酸及 ビ抱合性「グルクロ ン」

酸 ノ形成 ヲ助長 シ總解毒率 ラ上昇 ス.

2)「 ヒ ドラチン」ハ「エーテル」硫酸 ノ排泄 ヲ抑制ス ト雖 モ,顯 著ニ抱合性「グルク ロン」酸 ノ

排泄 ヲ増進 ス.從 ツテ總解毒率ハ對照 ニ優 ル.

3)「 ジンタ リン」モ石炭酸解毒機能 ヲ促進 ス.

4)無 活 性「インズ リン」,「 ヒドラチン」及 ビ「ジンタ リン」ハ本實驗使用量ニ於テ ハ低血糖現

象 ヲ呈セザ レ共,等 シク解毒機能促進作用 テ有 スル點 ヨ リ考察 シテ,該 作用本態ハ全ク藥劑獨

自ノ作用 ニ歸 スベ キモノナラン.
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